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昇 乗 艇 析 曲線 に よ る 結 核 病 機 の 判 定

緒 言

国立療養所 刀根山病院(院長 渡辺三郎)

山村雄一 。田村更郎 ・山村 好弘

ζ昭和28年2月6日 受付)

結核症が慢性内因性 中毒症であって,そ の 中毒症の一

つの重要 な原因か生体 の酸化不全に基 くもの であ ること

は,渡 辺教授 とその一門の人 々に よって多峯報 告せ られ

.ているD甥)り ○ しか してその酸化不全 を引起 し7結 核

中毒症の主因 をなす臓器 としては,肝 臓が最 も軍要視せ

られてい るr

藤野の はa振 ウ獄ピ リン量 の消長 を指標 として結核患

者の肝臓機能 を検 査 して,相 当数 に機能障碍が あらわれ

ていることをみと払tさ らに家兎について実験的 に肝臓

障碍 を起 させて これ に!ト リプ トファン」を負荷 した とき

尿中ウロク ロモ ーゲ ン量が増加する ことを認 め,そ の変

化が結核患者 と同様 であ むことを報告 してい る。また血

清高田氏 反応 と,そ の変法 とも考え られ るGms氏 反応

はともに肝臓機能障碍 の診断法 と して発表せ られ た もの

であるが,同 時 に肺結核の病機又は予後の判定法 として

有力なる標準 とな ることが発表せ られてい る◎

血清高田氏反応 につ いては,久 保 。高後6)・柳沢7)及

び春原$)等に より,Gごos氏 反応 については,高 杉 ・岡 ・

渡辺の及び渡辺壌の等に よ り報告が行われ てお り,田 村 は

特にGrOS氏 反応 について,患 者血清 の

Gズos氏反応 の 陽性度は 結核病機 と一定

の関係があ り,病 機 の停止型 より進行型

に移るに従ってG嬬 氏値 は低下す るこ

とを認めコD,Gros氏 値低下 の原因の一

つとして血清 アル ブ ミン量 の低下 と血清
'グ

ロブ リン量の増:加を挙 げてい る72)◎又

血清 高田氏反応 も結 核病機 とと もに消長

し,℃ 螺 氏反応 とご茄}に一定の相関 々

係があることを報告 してい る粉Q

血清高田氏反応及びGro9氏 反応 が

ともに肝臓機能障碍の診 断法 としてす
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たので報告する。

実 験 方 法

試 料と しては,型 の如 く肘静脈か ら採取 した血液 を遠

・〔蹴 激 して鴛 た血清を用 いた◎ この血清 を蒸溜水 を崩い

て4倍 に稀釈 し,こ れ に昇張 のM/1000水 溶液 を添加す

ると,添 加量が一定量以上 とな ると,次 第 に濁濁 を生ず

る◎ この ときの湖濁度 を1記i編 のPh伽}聡 敏 を用い

て計測 し,横軸 に添加昇炭量を,縦軸 に生 じた湖濁度を と

ると,一 つ の曲線 を得 ることができる○ この場 合湖濁度

はLeitzのPhot◎meterのTableAに よ り,光 の分

散度 に よってあ らわ し,Tableの 読みの100倍 の値 を以

て示 し,Fnt鍵 はNα60を 用いたCこ の ように して

第1図 に示す ごとく,__..つの曲線 を得 ることが でき,こ

れ を ザ昇煮凝 析繭紬 と名付けたらまた この曲線 をその

まま各血清につ いて記載す ることはやや煩雑 であるので努

:Ph◎to搬eterの読みで30の 潤濁度 を生ず るに要す る昇

素量を 「30%値 」 と して,こ の値 を以て曲線の大体 の性

状をあ らわす ことに した。

例えば第1図 において,2つ の曲線 の30%値 は健康

者ではL78,重 症結核患 者では0.91で あ る。

第1図 昇 敵 凝 析 曲 線

2重 症結核 量健 康者 ＼

ぐれてお り,さ らに結核病機 の判定法 と して用いられ る

ことは以上述べた如 くであるが,こ の両反応 は ともに昇

張を主成分 とす る試薬 の血清 に対す る影響 を・主 として

膠質化学的な変化～沈澱 ・凝析 など～ と して観察 しよ う

とした ものである。そこでわれわれは昇張 溶液 を用いて・

血清の膠質安 定性 を測定す る方法 を考案 し・これ を 「昇

張凝析曲線」 と名付 けて,結 核患者血清 について実験 を

行いe病 機判定の規準 としてす ぐれてい ることを見出 し

mα?0304◎ 黍 鵬1}1◎ 菰。5ぐ 欝8達
一一 添加馨雫鮒 慈慈 蔑

D健 康 者 ♂24才30%値1.78

2)重 症 結 核 患者 ♂21才30%値0.91

実 験 成 績

1)健 康 者 及 び結 核 患 者 の 「昇 ラ翅 誕析 曲 線

除

第1群 として健康 と認め られ る者11名,第2群 とし

てStembergの 分類に従っ て中等症及び重症結 核患者

13名,第3群 と して軽症結核患者12名 を対 象と し,い

ずれ もス トレプ トマイシン(以下STMと 略記)又 はイ ソ

鳳コチ ン酸 ヒ ドラデッ ド(以下INAHと 略記)の 化学療

法 を未だ施行 していない者 について昇 張凝析曲線 をと りr

一 一35～
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その 「30%値 」を示す と第1表 の如 くである◎

以上の成績か ら健康著及 び軽症結核患者 では 「30%値 」

第2表 はほぼ1・7

測 症 別3・ 備 平姫
盛

1 健 康 ・者 1.994±10。087

2 中 。重症結核患者 1.035±0.049

3 軽症 結核 患 者 1.928±0.057

よ り2.4の

問 に分布 し

てお り,中

等症及び重

症結核患者

第3表

では0・7よ り1.4迄 の問に分布 して いることが観察さ

れ る。 なお各群についての 「30%値 」 の平均値 を計算ナ

れば第2表 の如 くである◎すなわち健康者 と中等症及び

重症結 核患者 との聞 には明 らかに有意 の差の あることが

認 められ るが,健 康 者 と軽症結核患者 との問には有意の

差 が認 められ ない◎

2)昇 柔凝析 曲線 に対す るSTMの 影響

Stembeτ9の 分類 に従つ て中等症叉は重症 と認められ

sり〔M有 効 例
l
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る結核患者 で,現 在迄STM及 びINAHの 化 学療法 を

行っ ていない体温38度 以上の者11名 について,ST:M

の昇秀濃 析 曲線 に及ぼす 影響を観察 した。STM投 与法

は1日1瓦 筋 肉内注射,全 量20～40瓦 で昇張換 析曲線

は,投 与前 ・投与申 。投与後及び投 与完 了後 工～4ヵ 月

について観察 した◎今STM投 与に よ る 昇飛凝 析曲線

「30%値」の変化 を示すと第3表 の如 くである。

第3表 の成績か らSTMが 有効 であっ たと思われ る結

核患者 では昇 頭嚢析 曲線 「30%値 」が健康者{則 へ 大 体

0.25～0.5移 動 していることが認め られ る○ これ に反 し

てSTMが 無効 であった と思われ る音叉 は効果が少なか

った と思われ る者 では昇天凝析曲線 「30%値 」の大 きい

変動は認め られないっ

次に有効 例,無 効例 について,代 表的 な症例 を挙げ る

と次の如 くであるむ

症例1有 効例

男39才 職業 工 員

入院迄の経過;昭 和24年7月 咳噺 。喀湊 。

微熱があ り,髄 結 核 と診 断 され た箒昭和25年

2月 悪寒戦藻 を伴って39度 の発熱が あ りyそ

の後 昭和25年4月6日 入 院迄38度 の発熱が

持続 したO

入院時所見;体 格 は中等度 でやや衰弱 し胸部

X線 像で右上肺野 に強度の滲出性陰影 と中等度

の大 きさの空洞 を,左 中肺 野に結節性滲出性一

部線維 性陰影 を認 め,咳 漱 。喀湊 が著明 であっ

て,体 温38度 持続 し,喀 疲 中結核菌塗抹検鏡

でガフキ ー4号 排出,赤 血球沈降速度(以 下血

f

溜
濁
度

50

⑳

30

20

to

沈 と略記)1時 間値55,2時 間値105,尿 中 ヂア ゾ及

び ウロビリノーゲン反応が陽性 であった。

入院後の経過;同 年4月15日 より5月4日 進STM

1日1瓦,全 量20瓦 を筋肉内 に注射,体 温 は漸次下降

して,3瓦 注射後平熱 とな り喀廃車結 核菌 も:塗抹検鏡 で

ガフキ ー4号 よ り1号 とな り自覚症状4,碧 く改善せ られ

た。昇弄凝析 曲線 も第2偲 と第4表 に示す よ うに,STM

投与前の4月14日 では 「30%値 」は1・02で あるが,

STM10:瓦 投 与後 の4月24日 には1.27,20瓦 投与完

了後の5月8日 にはL41と 健康:者側へ移動 してい るこ

とが観察 され る◎その後経過良好で あって7症 状悪化の

傾向な く,体 温は平熱 が持続 し,咳 鰍 。喀1廃も少な く,

同年5月 より9月 迄,こ ② ような状態 が持続 した。昇蒙

凝析曲線 「30%値 」 も5月23日 の1・40,6月16日 の

1,44,9月15日 の1.30,とSTM投 与完了直後 の5

月8日 の 「30%値 」の1.41に 近 い値 を持続 しているo

第2図

噛

/

/

G2345

⑳鋼儒x警脚

Q1

第4

Q5夢"to 妬
一 添 加昇 柔量(け 而o)

一39才 男 中等症
STM15ハ ～4ん20瓦 効 果 著 明

表

症例1一 男39才 中 症
＼=こ 麺]・%12駄3㌦

;4錦 ん}5・%
6Σ5ん

喀 痩(ガ フキ ー】恥)

体 温

体 重

血 沈

30%値

十(Gaf4)

38.20C

40。2たg

1時 間 値88

2時 間 値165

1.02

+(Gaf1)

37.OOC

41.8如

1時 間 値128

2時 間f直132

1.27

+(G翫f1)

37.20C

43.0勿

1時 間 値118

2時 間 値127

1.41

37.20C

44。1惹g

./

1。40

37.0◎C

47.3砺

1時 間 値2

2時 間f直37醇

L44

+(Gaf1)

36.5◎C

47.3勾

1時 間 値105
2時 間値124

1.30

なお本患者の昇禾凝析曲線及びその 「30%値 」 と臨床症

状の経過を示す と第2図 及 び第4表 の如 くである◎

症例2無 効例

■ 女20才 職業 なし

入院迄 の経過;昭 和23年8月 発病 し・昭和24年 春

頃 より嘆声が あ り,喉 頭結 核 と診 断された・昭和25年

春頃 より咽頭痛増大 し,食 餌 もまた通過が不能 とな り・

岡持 に発熱 を伴 い昭和25年5月1日 入院 した。

入院時 の所見;全 身衰弱 し,顔 面蒼白で胸部X線 像 で

右肺野に細環性線維性__..部滲出性陰影を・左肺野 に中等

度の滲出性陰影 と直径3～4糎 の空洞2～3箇 を認めた◎

咳嶽 ・喀痩著 萌,体 温38.5度 持続 しタ同時 に激 烈な咽

頭痛 を訴え,喀 疫中結核菌は塗抹検:鏡でガフキー5号 排

出,血 沈1時 間値98,2時 間値118,尿 中ヂアゾ反応

強陽性,ウ ロビ リノーゲ ソ反応陽性であっ ため

入院後 の経過;同 年5月8日 よ り5月27日 迄STM

1日1瓦:,全 量20瓦 を筋 肉内に注射 した。咽頭痛 はや

や軽快 したが,著 明でな く体温38.6度 持続 し7衰 弱増

加の傾向があってSTMの 効果は殆ん どな く,5月28

日よ り嘔吐及 び頭痛を訴え,項 部強直が現われ,腰 椎誠

心37一 一
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験 穿刺 に より結 核症脳膜炎 と診断 し,再 び6月1日 よ り

6月10日 迄STM1臼1瓦 全量10瓦 を脊椎腔 内及 び

筋 肉内に注射 したが,症 状 は殆ん ど好転せず,次 第 に悪

化 して7月18日 遂 に死亡 したΦ

本患者 の昇天凝析曲線及びその 「30%値 」 と臨床症状

の経過 を示す と第3図 及び第5表 の如 くである◎すなわ

ち 「30%値 」は,STM投 与前 の5月7日 の0.97よ り

STM20瓦 投 与後 の5月31日 の0.93STM30:瓦 投与

後の6月12日 の0.97と,殆 ん ど健康者側 へ移動せず,

乳

濱
濁
度
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40

鉛

20
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第3図

亮で弘5
醜

2
%
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(

mo610一 添加昇柔量〔騙}

一20才 女 重症

STMSん ～ 幻ん20瓦

V6～'三%10瓦

効 果 殆 ん どな し

第5表

雇,2～4カ 月間連続 内服,総:量12～24瓦 で・昇素顔

析 曲線 は投与前,投 与申及び投与後 につ いて観察 した。

INAH投 与 による 昇笈凝析 曲線 「30%値 」の変化 を示

すと第6表 の如 くであ る◎ ・

以上の成績 よりINAH投 与例 において も,昇 尿凝析

曲線 「30%値 」はほぼ臨床症状 の消 長に一致 してい る。

すなわち有効例 において は健康者側 に移動す る者が多 く,

無効例では不変か叉 は重症者側 に移動 してい る◎

次に有効例,無 効例 について代表的な症 例を挙 げると

次の如 くである◎

症例1有 効例

一 男23才 職 業 専務員

入院迄の経過;昭 和23年6月 肺結 核 と診断 ざれ,同

24年10月 右 肋膜外 ビソポ ン球(10箇)充 堀 術を行った◎

同26年10月 右胸痛 と ともに発熱が あ り,同27年5

月9日 入院迄STM150瓦 を筋肉内 に注射 した。

入院時所 見;体 格 やや小 で衰弱 し,胸 部X線 像 で右上

肺野に ビソポ ン球の充漿を7右 下肺野及び左上肺野 に中

等度の細葉性結節性 滲出性陰影 を,左 上肺野 に2～3箇

の小空洞 を認めr咳 噺 。喀婆著 明,体 温38度,塔 婆申

結核菌塗抹検鏡 でガフキー4号 排 出,血 沈1時 開値132,

2時 間値140で あ るr

入院後 の経過;同 年5月16日 よ り同年9月19日 迄

INAII1日200

症例2 女20才:重 症

裳= ・璽1・%i2騙 3:翌 薫/5 4緯/G5ご 鐙/6

塔 婆

(ガ フキ ーNo)
斗ト(Gaf5) 苔(Gaf6) 升 昏(G畿f4) 荘(Gaf4)

体 温 38.50C 38,50C 38。60C 3&60C 390C

体 重 34。2匂 / 33.8幼 /
!

/

血 沈 1時 間 値95

2時 間 値125 / /
1時 間値69
2噂 間値95

1時 間値80
2時 間値90

尿
ヂ ア ゾ反 応 辮
ウ ロ ピ リノ ー

ゲ ン反 応 十 / /
ヂ ァ ゾ反 応 帯

ウ ロビ リノ 仰

ゲ ン反 応 十
/

30%値 0.97 0.63 0.93 0.97 0.75

症 状 の漸次悪化 した6月30日 には遂 に0.75と 逆 に重

症 者側へ移動 してい ることが観察 され る◎

以上 の例か ら,昇 禾凝析曲線 ではシSTMが 有効 であ

った と思 われ る患者では投与前 に比 べ,投 与後 の曲線が

健康 者側 に移動 し,こ れ に反 してSTMが 無効 であった

と思 われ る音叉は効果が少なかった と思 われ る患者 では

昇兼凝析 曲線 は不変か,又 は重版者側 へ移動 してい るこ

とが観察 され る0

3)昇 万凝析曲線に対す るINAIIの 影響

Ste恥bergの 分類 に従って中等症叉は重症 と認め られ

る結核患者 にINAHを 投与 し,そ の 昇天凝析曲線 と

∫30%値 」の変化 を観察 した◎INAH投 与法は1日200

前の37班 よ り6月11日 には41.8妊,

は4?.4妊 と増加 し,胸 部X線 像 も同年9月25日 には

左右両肺野 の滲 綴性陰影が次第に吸収せ られ てINAII

の効果は著 明に溜 められた◇ これ に伴って昇張凝析曲線

「30%値 」 もINAH投 与前 の5月16Hの ユ.02よ り

6月11日 のL64,9月19日 の1.60とi著 明 に健康

者側へ移動 した。

,なお本患者 の昇天凝析曲線及びその 「30%値 」 と臨床

症状 の経過 を示す と第7表 の如 くである。

症例2無 効例

男50才 聯諜i工 員

入院迄の経過;昭 和25年11月 健康診断の結果肺綺

羅,全 量約 怨

瓦 を連 日内服せ

しめた侮体温は

内服開始後漸次

下降 して1週 間

後 には平然 とな

り,3週 聞役に

ξま隆翼壁歎●喀勇愛;も

著明に減少 した。

その後 も経過良

好 であって体重

もINAH投 与

9月19日 に

一一一38一
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第6表INAII有 効 例

◎N 氏 名
年

令
魅 硬 病 名

症

状

30%値

F

備 考
一}甲　 n　

投与剃 撃力膏陰 講i誓 書 篇 落 力青毎

i

…

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

一
一

23

46

37

37

44

23

26

27

46

38

♂

♂

♂

♂

♂

♂

♂

♀

♂

♂

転

肺 結 核

肺 結 核

肺 結 核

肺 結 核
腸 結 核

肺 結 核
腸 結 核

肺 結 核

肺 結 核

肺 結 核

肺 結 核

肺 結 核

重

中

中

中

中

:重

中

中

中

中

L・8い ・85

LOli1・3・

1.39L39

LO61.44

L241L53

11
.021L64

1.40

L37ユ 。73

1.58L23
i

L62/

幽… 陥{… … ち　 }～ ∴　 … … 匹

1・餌iiL66

}L48

1.60

L31

L34

L60

ユ。58

L29

L72
L

効果著明

効饗著明

　

}
i
i
、 一 銃好 飯後や

1却 懸 霞

効 聚著溺
一時磐転後再

窪悪化

轡

投与5カ 月セ
効果出現

i

§

L66

1.69

1.56

1.44

1.68

1.80

1

L49

1.74

1.79

一
一一
一

」
一

1煎AH無 効 例

R◎
氏 名

年

令
性

副 30%値

病 名
状 糖 削 苧講 滲力膏陰力矧 撃力焦 磐嘉

備 考

…

…

…
ξ…

ー
{

奪

1

9臼

3

45

40

32

23

24

36

50

24

19

26

53

28

25

♂

♂

♂

♂

♀

♂

♂

♂

♂

♀卜
♀

♂

♂

肺 結 核
結核性膿胸

肺 結 核

肺 結 核 1中
肺 結 核

肺 結 核

肺 結 核

肺 結 核
腸 結 核

肺 結 核

肺 結 核

肺 結 核穿

肺 結 核

肺 詰 核

肺 結 核

:重0.50

一}「 …一→r

チ

1
}1'14

L19

1.21

0.99

0.81

1.19

・1・2gi

{_騨__

一一撫 転後悪

化脳嘆炎併発

i

1.19

0.94

1.43

1.46

i…8

10・94

ユ.13

1.18

ユ。29

L37

中

中

中

中

重

中

中

中
'中

中

中

1.05

L17

1.37

1.43

L30

0.92

1.20

1.19

1.35

1.17

L52

1.50t

3{一
一

墜

0.65

Lll

/

0.90

/_

L20

L22

1.17

1.50

工58

0.94

1.25

L31

1.42

1.24

1.40

L25

LII

1.16

1.26

L28

1.44

き
　

ド

ヌ

}

…

4

5

6

7

8

9

m

11

12

13

81一
釧一

…エ0一
一一

1,231
… 毒

一
E

第7表

症例1 男23才 重症

検 査 日i%レ ㌦i319/・

喀 疾+(Gaf4)

(ガ フキ ー':Nの
±(GafO) 土(GafO)

体 温38.00C 37,0◎C 36.80C

体 重37。0勿 41。8勿 47。4勾

1時 間 堕132〔1時 間 轟毒68血 沈

2時 間 値14012時 間 値981

30%値1・02{1層

1時 間 値45

2時 間 値71

L60

核 と診断され,同26年2月 より症掬悪化 し・同26年

12月7日 入院 した◎

入院時所見;体 格 申等度,体 温38・5度 ～39度,咳

鰍 。喀疫 ・全身倦怠感を訴え,胸 部X線 像で左肺 野に結

節性滲出性陰影 と中等度の空洞を,右 肺野 に繊維姓一部

滲出性 の陰影 を認めa落 痩中結 核菌塗抹検 鏡で ガフキ ー

4号 排出s∬ 既沈1時 間値 ユ05夢2時 闘殖114で あつたΦ

入院後 の経過;入 院時 の ようなi症状が持続 していたが,

昭和27年2月 上旬 よ り軟便下痢1日5～ δ画があ り,

同年2月7日 よ りSTM1臼1瓦a全 量25瓦 を筋肉内

に注射 し,下 痢は軽快 したが,体 温はなお38度 ～38。5

度 が持 続 した。同年3月2¢ 日よ り6月U日 迄INAH

1日200妊,全 量約 工6瓦を連続内服せ しめたが下熱せ

ず,体 温 は38・5度 ～39・5度 とな り,上 身倦怠感 を訴 え,

咳鰍 。喀疲甚だ しくT胸 部X線 像 も,左 」t中肺野 の滲出

性陰影が増大 して瀬満性 とな り,一 時軽快 してい た下痢

もまた増大 したゆ本i例では1NAIIは 全 く無 効で,臨 床

症状は投与期聞申にかえつて悪化 した よ うに思 われ るΦ

本 慰者 の昇永凝析曲線 及びその 「30%値 」 と臨床症状

の経過 を示す と第8表 の如 くである。すなわ煽30%値 」

はINAH投 与前の3月26日 の0,92よ り.約60日

一39一 一
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投与後 の5月20日 の0。94,約180日 投与後の6月11

日の0・90と ほぼ同 じ値を示 し,健 康者側へ の移動は認

め られなかったn

第8表

症例2男50才

搬 耶 鉱 皐
箪紅

熱/・13・ ・ん

鴇フキ一読承 鰯 脚 鯛}櫃4)
体 温

体 重

沈

値%

血

30

:3&G℃i3&8。cl38、6・C

;蜘i3蜘,38.5kg
ユ 時 間値35/1時 間 値102、1時 間 値77
12　綱 値58i2時 間 値 ユ232時 間 値88

}0・92…0・%`0・90

結 論 並 び に 考 察

嚇1)わ れわれは昇シ1ヨこよる結核患者血清の膠質安定性

を測定す る方法を考 案 した。す なわ ち患者血清につ いて

「昇灰凝析曲線」と呼ぶ曲線 を作製 し,そ の消長を以 て病

機 を推測 しよ うと した備

2ノ 昇飛 疑析曲線 「30%値 」 は,中 等症:重症結 核患者

と健康者,軽 症結 核患者 との間 には,有 意の差 のあるこ

とを認めた⇔なお健康者 と軽症結核患者 との聞には有意

の差 を認めなかった0

3)STM,1NAII投 与 によ り臨床症状 の改善 された

と思われ る結 核患 者において は,昇 張換 析曲線及 びその

「30%値 」は健 康者側 に移動 し,臨 床症状の改善 され ない

もの又 は増 悪の傾向のある ものでは,昇 兼凝析 曲線及び

その 「30%値 」は不変又 は重症者側へ移動 す る。

4)以 上の成績 か ら結核病機の判定法の一つ として,

昇天凝析曲線の消長 を使用す ることがで きる と思 わ れ

るC

(本論文の要 旨は昭和25年9月 第12回 日本 内科学

会近畿地方会並 びに昭和27年11月 第6回 日本結核病

学会近畿地方 会において発表 した。)

稿 を終 るに臨 み,御 指 導 と御 校 閲 を賜 っ た恩 師 渡 辺ミ

郎 院 長 に深 く感 謝 致 します ◎
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